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短期滞在資格での滞在期間延長申請依頼
拝啓

  2002年8月12日より上海の義父と義母が短期滞在資格で来日し、現在同居しております。
  きたる11月10日に90日の在留期間を迎えますが、現状に鑑み、在留期間の延長を許可頂きたく、下記書類を提出し申請させていただきますのでご査収願います。

1． 申請書



貴局備え付けのFormatに記入後提出
2． 身元保証書



貴局備え付けのFormatに記入後提出
3． 理由書



貴局備え付けのFormatに記入後提出
4． 延長対象者パスポート


2冊
5． 申請者在職証明書


１部
6． 申請者所得証明書


１部
7． 申請者パスポートの出入国証明コピー
１部

8． 短期滞在資格延長申請依頼

本紙１部

滞在期間延長理由
  今回の義父と義母の来日理由は次の二点です。

1. 妻の出産前後の介護と現在3歳の娘の世話

2. 妻が日本で暮らす環境を見て頂き、申請人の両親と日本で面会する。
これらの理由書と、滞在日程計画、その他必要書類を上海の日本総領事館に提出いたしました。理由書と滞在日程計画には、当初90日の滞在許可をいただき、できれば延長をしたいことを記載し提出いたしました。その後無事にビザが発給され、8月12日に無事に来日することができました。来日後、上海の両親には妻の介護と育児、家事の補助を担当してもらいました。

9月18日に無事に長男が誕生しました。これに伴い、家事や育児に不慣れな産後間もない妻にかわり、上海両親に一層介護と育児、家事の補助をお願いしなければならない状況となりました。
現在息子が生まれてから１ヶ月半を過ぎようとしていますが、前述の状況が相変わらず続いております。
  今回万一滞在延長申請が不許可になり、上海の両親が帰国してしまうと、産後間もない妻に２人の子どもの育児、家事の負担が集中してしまい、大変な状況になることは目に見えております。申請者の小生が助けてあげられれば良いのですが、現在中国でのProjectに携わっており、月の半分は日本にいないような状況が続きます。

是非とも私どもを取り巻く現状をご理解頂き、上海の両親の滞在期間延長の許可をお願い申し上げます。

  最後に11月10日が滞在期限にもかかわらず、小生の仕事の都合により、帰国が遅くなり、その結果申請が遅れてしまったことをお詫び申し上げます。
お願い

 私事で恐縮ですが、小生の次回出張は11月11日を予定しております。
 この日以前に滞在期間延長をご許可頂ければ小生が上海の両親に同行致しますが、そうでない場合は妻が両親に付き添って延長の手続きをすることになります。そうなると妻の体や慣れない日本語の問題等いろいろと不安が募ります。
できるだけ早期に延長のご許可をお願い申し上げます。

尚、先に述べましたように、小生仕事の性質上海外出張が多く、連絡がとりにくくなる場合があります。今回も11月11日より２週間程上海に出張する予定です。もちろん、この期間もマンションの管理人殿にこの度の経過をお話しし、万全の体制でのぞむ所存であります。

緊急の場合は下記宛にご連絡をいただけると幸甚です。

中国携帯電話 ００１－８６－99999999999
電子メール song@mud.biglobe.ne.jp

以上重ねてお願い申し上げます。

敬 具

住所


TEL�氏名
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